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(1) 動機：Web サービスの発達により，Google Transit
や NAVITIME といった目的地までの経路を表示

するナビゲーションアプリケーションの普及が進ん

でいる．利用者は出発地や目的地，出発時間とい

った移動の予定を入力することで，様々な鉄道路

線やバス路線，徒歩移動の組み合わせの中から，

最適な経路を探索することができる．このようなサ

ービスの利用データから利用者の移動の計画につ

いて分析する． 
(2) 方法：利用データは鳥取県内の路線バスや鉄道を

対象とした乗換案内システム「バスネット」のアクセ

スログを用いる．バスネットは月 21,000 件ほどのア

クセスを持っており，鳥取県の人口が 58 万人であ

ることから乗換案内サービスとして，県内の重要な

インフラとして機能しているといえる．このバスネット

における乗換案内サービスにおいて入力された出

発地，目的地，出発時間といった検索条件とその

探索結果である経路の情報を 2011 年 07 月 07 日

から 2012 年 07 月 30 日まで記録したデータから，

出発地や目的地に設定されるランドマークの傾向

や季節ごとの利用者数の推移について分析した． 

(3) 解析：利用者が入力した出発地や目的地，出発時

間といったデータから，出勤や通学といった用途で

の利用や，休日に出かける際の移動に乗換案内サ

ービスを利用していることがわかった．また，1 年間

を通して見ると 12 月から2 月にかけて利用が伸びて

おり，積雪量や気温と利用者数に相関があることか

ら，積雪や路面の凍結を理由に路線バスや鉄道に

よる移動に切り替えていることがデータから読み取

れた． 
(4) 今後の展開：利用者が移動の計画をたてるために

乗換案内サービスを利用する際，納得の行く経路

がないため，目的地を変更するケースやそもそもバ

ス利用をやめるケースが考えられる．このようなバス

利用の実データに現れない利用者が潜在的に路

線バスサービスに抱いている不満について分析す

ることで，路線バスサービスの改善につながる情報

の提供を目指す． 
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図 1：乗換案内サービスにおける出発地利用数の分布（鳥取県） 


